
10/1(火)
1 0

月
１

日

脚

に

、

十

八

歳

未

満

の

児

童

の

健

全

育

成

を

目

的

と

し

た

「

根

木

内

こ

ど

も

館

」

が

児

童

養

護

施

設

「

晴

香

園

（
は

る

か

え

ん

）
」
内

に

オ

ー

プ

ン

し

ま

す

。

ま

た

。
同

園

を

利

用

し

て

、

家

庭

の

事

情

に

よ

り
十

八

歳

未

満

の

児

童

を

預

か

る

「
こ

ど

も

シ

ョ

ー

ト

ス

テ

イ

」

も

同

時

に

ス

タ

ー

ト

し

ま

す

。

胆

児

童

福

祉

課

容
一
。一
・
７

３

４

７

、

根

木

内

こ

ど

も

館

（
晴

香

園

内

）

登
4
5
・
2
7
2
2

３
根
木

内
こ

ど
も
館
は
、
地
域

や
保
護

者

と
の
連
携
の
も
と
、
児
童

の
健
全

育

成
を
図

る
こ

と
を
目
的
と
し
た
施
設

で

す

。
十
八
歳
未
満
の
人
で
あ

れ
ば
、
事

根
木
内
こ
ど
も
館
オ
ー
プ
ン

前

の
申
し
込

み
が
必
要

な
く
、
無
料
で

利
用
で
き
ま
す

。
指
導

員
が
常
駐
し
、

絵
本

の
読
み

聞
か
せ

・
紙
芝
居

・
人
形

劇
な
ど
、
児
童

の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な

楽
し

い
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
し
拿

Ｔ
の
で
、

ど
う

ぞ
ご
利
用
く

だ
さ

い
。

根木内こども館の利用案内

曜　日 開館時間

火曜日

午 後1 時 ～5 時

※ 第1 ～3 火 曜 日 は 、就 学 前 児 童

と 保 護 者( 同ｲ半) を 対 象 に 午 前

10 時 ～ 午 後1 時 も 開 館

水 ・木 ・金

曜 日 午後1時～5時

土曜日 午前10時～午後5時根木内こども館・こどもショートステイが実施される児童養護施設・晴香園

休館日…日 一月曜日

所
在
・：
根
木
内
一
四

五

児
童
養
護

施
設
・
晴

香
園
内

児

童

館

も

ご

利

用

く

だ

さ

い

い
ず

れ

も

無

料

で

利

用

で

き

ま

す

。
▽

常

盤

平

児

童

福

祉

館

児

童

館

施

設

の
中

心

で

児
童

健

全

育

成

の
た

め

の

さ

ま

ざ

ま

な

イ

ベ
ン

ト

・
事
業

の
発

豈

丞
地

で

す

。

所

在

常

盤
平

西

窪

町

匸

一
　
開

館

時

間

午
前

９

時
3
0
分

～

午

後

５

時

（
正

午

～

午

後

１

時

は

閉

館

）

休

館
齊

月

曜

日

電

話
番

号
3
8
7・
3
3
2
0

▽

野

菊

野

こ

ど

も

館

地

域

に
根

ざ
し

た

運

営

を
行

っ

て

い
ま

す

。

所

在
野

菊

野

一
－

六

野

菊

野
団

地

六

号

棟

二

階
　

開

館

時
間

水

・

土

一
日

曜

日

＝

午
前
1
0
時

～

午

後

５
時
（
正

午
～

午

後

１

時

は
閉

館
）
、

火

・
木

・
金

曜
日

＝
午
後
１
時
～

５
時
　

休
館
日
月
曜
日

・
第

一
土

曜
日

電

話
番

号
3
3
1
・
1
1
4
4

▽
一

日

移

動

児

童

館

市

囹

二
ヵ

所
で
指
導
員

が
出
向

い
て
移
動
児

童
館

を
開

い
て

い
ま

す

。
乳

幼
児

に
人

気
で
す

が
、
子

育

て
中

の
保

護
者
の
貴
重
な
集

い

の
場
に

も
な
っ
て

い
ま
す
。

実

施
曜
日

お
よ
び
会
壞
火

曜
日

＝
六
実

市
民

セ
ン
タ
ー
、
水
曜
日

＝
青
少
年

会
館
樋
野
口
分
館
、
木

曜
日

＝
青
少
年

会
館
本
館
　

開

館

時
間
午
前
1
0時
～

午
後

４
時
3
0分

（
正
午
～

午
後
１
時
は
閉
館
）

圖
常
盤
平
児
童
福
祉
館

昔
3
8
7
・
３

市は 、こどもショートステイ 一夜間養護・休日養護の３つの事業を

児童養護施設・晴香園（10 月１日開園）に委託し 、施設の一部を利用

して実施します。

この事業では、家庭で一時的に養育が困難になったとき、子どもを

預けることができます。

①短期入所（ショートステイ）

要件…保護者が疾病、出産、看護、事故 、災害、失踪、冠婚葬祭、出

張および学校等の公的行事へ参力［］する場合など

対象者原則とし て満１歳以上の児童　 期間原則として７日間　内容

食事やその他身の回りの援助など 定員6人　費用下表のとおリ

②夜間養護（午後6時～10 時）

要件…保護者等の恒常的な残業の場合

③休日養護（午前7時～午後6時の間でおおむね8時間）

要件…保護者等が恒常的に休日仕事等により不在の場合

②③いずれも対象者満１歳以上の児童　期間おおむね６ヵ月程度

内容食事の提供、生活援助など　費用下表のとおリ

圖児童養護施設・晴香園≪345 ―2722 、児童福祉課≪366 ―7347

区分
短期入所 夜間養護等

2歳未満 2歳以上 夜胄養護 休日養護

市民税非課税世帯 V00 円 1,100円 350 円 350 円

一般世帯 5,500円 2,850円 800 円 1,400円

利
用
料

金
表

※上 記は1 日当 たり の料金で す。なお 、生活保護世帯は 無料で す。

児童養護施設…さまざまな事情により 、家庭による養育が困難な2 歳から

おおむね18 歳までの児童を入所させて養護し 、その自立を支援します。

松
戸
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
に
伴
う

立
候
補
予
定
者
説
明
会
を
実
施
し
ま
す

松
戸
市

議
会
議
員
一
般
選
挙

介

月
1
7日

㈲
執

行
予

定
）
に
伴

う
立

候
補
予

定
者
説
明

会
を
次

の
と
お
り

実
施
し

ま
す
。

立

候
補
を
予
定
し
て

い
る
人

は
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ

い
。

な

お
、
参

加
者
は
一
候
補
に

つ
き
二
人

ま
で
と
し

ま
す
。

開
催
日

時
…
９
月
2
7日

蚩
午
後

２
時
か
ら

会
場
・
：
市

役
所

議
会
棟
三
階
特

別

青

貝
会

室

参
議
院
千
葉
県
選
出
議
員
補
欠
選
挙
の

投
票
日
は
1
0
月
2
7
日
の
日
曜
日
で
す

不

在
者
投
票
会
場
お
よ
び

期
間

▽
市

役
所

本
館
二

階
大
会
議
室

＝
1
0月
1
0日

米
～
2
6口
出

▽
市

内
八
支
所

＝
1
0月
1
8日
面

～
2
6日

出

不

在
者
投
票
時
間

午
前
８

時
3
0分
か
ら
午
後
８

時
ま

で

※
期

間
中

は
、
土
・
日
曜
日
、

祝
日

で
も
投

票
で
き
ま
す
。

平

成
1
4年
就
業
構

造
基
本
調
査
に

ご
協
力
を

お
願

い
し
ま
す

平

成
1
4
年
1
0
月

１

日

現

在

で

就

業

構

造

基

本

調

査

が
実

施

さ

れ

ま

す

。

こ

の
調

査

は

就

業

・

丕

就
業

の
実

態
を
明

ら
か

に
し

、

全

国

お

よ

び
地

域

別

の
就

業

構

造

に

関

す

る

基

礎

資

料

を

得

る

こ

と

を

目

的

と

し

て

い
ま

す

。

調

査

の
対

象

ど

な

っ
た

世

帯

に
調
査
員

が
伺

い
ま
す

の
で
、

ご
協
力
を

お
願

い
し

ま
す

。

な
お
、
調
査
員

は
、
調
査
貝

証
を
携
帯
し
て

い
ま

す
。
不
信

な
点

が
あ
り
ま
し
た

ら
お
問

い

合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

圈
総
務
企
画

本
部
総
務
課
統
計

係

登
巓
・
8
0
5
6

第
4
3回
シ
テ
ィ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ド

９

月
1
8
日

水

午

後

Ｏ

時
一
Ｄ
分

～

Ｏ

時
4
5
分

会

場

市

役

所

一

階

連

絡

通

路
　

内

容

五

月

女

智

恵

（

ソ

プ

ラ
ノ

）
、
徳

川

眞
弓

（
ピ

ア

ノ

）

に

よ

る

「
ア

ヴ

ェ

マ
リ

ア
」

ほ

か

を

演

奏

蕈

用
無

料

奈
生

の
演

奏

を

お

子

さ

ん
と

一

緒

に

お

楽

し

み

く

だ

さ

い

。

固

社

会

教

育

課

公
3
6
6・
7
4
6
2

案内図
子どもの養育が一時的に困難になったとき

児
童
が
健
や
か
に
育
つ
こ
と
を
願
っ
て

10/1( 火)スタート

こどもショートステイ

参
議
院
千

葉
県
選
出
議
員
補

欠

選
挙

の
投
票
囗
（
无

疋
）
お
よ

び
投

票
時
間
は
次

の
と
お
り
で
す
。

貴
重
な
一
票
を

無
駄
に
し
な

い
で

投
票
し

ま
し

ょ
う

。

■
投
票
日
…
1
0月
2
7日
㈲

■
投
票
時
間
…
午
前
７
時
か
ら

午
後
８
時
ま
で

い
ず

れ

も

市

選

挙

管

理

委

員
会

事

務

局

昔
3
6
6・
7
3
8
6



婦
人

防
火
ク
ラ
ブ
会
長

か
ら
調

理
の

指
導
を
受
け

る
少

年
消
防

ク
ラ

ブ
員

野外活動を実施

７
月
2
8日

、
小

金
北

地
区

少
年
消
防

ク
ラ
ブ

が
、
木

も

れ
隘
の
森

（
2
1世

紀
の
森
と

広
場
）

で
野
外
活
動
を
行

い

ま
し
た

。

こ

れ
は
同

ク
ラ

ブ
の
恒

例

行
事
で
、
婦

人
防
火

ク
ラ
ブ

役
員
ら
を

含
む
三
十

一
人

の

参
加
者

は
、
野
外
探
索

・
バ

ー

ベ
キ
ュ

ー

・
ス
イ

カ
割
り

な
ど
を
通
し

て
、
火

の
扱

い

方

や
調

理

等

を

学

び

な

が

ら
、
楽
し
く

時
を
過

ご
し

ま

し

た
。

監

督
や

仲
間

と
と

も
に

、
市

を
表

敬

訪
問

（
左
か
ら
二
番
目

が
南
翔
太
君
）

小金原発

７
月
2
8日
、
車

只
・
両

国
国
技

館
で
青
年
会

議
所
主
催

の
「
第
1
8

回
わ
ん

ぱ
く
相
撲

全
国

大
会
」

が

行
わ
れ
、
昨
年

、
四
年

生
の
部
で

優
勝
し
た
南
翔
太
君

（
貝
の
花
小

学
校
）

が
今
年

は
五
年

生
の
部
で

ま
た
も

や
優

勝
。
見

事
二
年
連
続

で
横
綱
に
輝
き
ま
し

た
。

昨
年

の
優

勝

の
際
に

、
「
五
年

生
、
六
年
生

に
な
っ
て
も
優
勝
し

た

い
」
と
抱
負

を
語

っ
た
南
君
で

す

が
、
今
年

は
そ

れ
を
見
事
に
実

現
し
た

結
果
と

な
り

ま
し
た
。

来
年

は
六
年

生

に
な

る
南
君

、

小
学
生
最
強
を
目

指
し

て
、
今
日

も

稽
古
に
励

ん
で

い
ま
す
。

まさかのときの 小金発

町会で各世帯に防犯非常ベルを設置
峡 谷口南町会ではこのほど 、全戸数｢ｱO数戸の

う禁ヽ希望があった約50 戸の世帯に防犯非常ベ

ルを設置しました。

'同町会では最近、お年寄りだけになってしまっ

た世帯が多く 、防犯や急病時など生活のさまざま

な面で心細いため、なんとか近所同士で助け合お

うと、今回の設置が実現しました。

この防犯ベルは建物の外壁に設置され、屋内に

取り付けられたボタンを押すことで赤色灯がとも

るもの。ペルの音は約50m 四方まで届きます。

町会長の半田慶太郎さん（写真上）は 、「こういったもの

が役に立つようなことがあっては困るのですが…」とした

上で、「いざ 、ペルが鳴っだときはみんなで駆けつけること

で犯罪を未然に防いだり、急病人を救うことができます。

そのため 、普段から町会内の連携がとてもよく 、この防犯

ペルが精神的な支えになっています」と話してくれました。

［

］
身

体

障

害

者

通

所

施

設

「

第

二

い

ぶ

き

の

広

場

」

チ

ャ

リ

テ

ィ

ー

バ

ザ

ー

９

月
2
9
日

㈲

午

前
1
1
1
1

時

か

ら

会

場

第

二

い
ぶ

き

の

広

場

（
東

平

賀

六

五

气

Ｊ

Ｒ

北
小

全

駅

下

車

徒

歩

十

分

）

※
収

益

は
施

設

建

設

の

資

金

の

Ｉ

部
と

さ
せ

て

い
た

だ

き

ま

す

。

匠

第

二

い
ぶ

き

の
広

場

公
3
4
1・
１

［
］
健

康

体

操

体

験

教

室

９

月
3
0
日

面

、
1
0月

７

日

側
〔
全

二

回

〕

午

前

９

時
3
0
分

～

‥
1
1
1
1

時

会

場

小

金
原

体

育

館
　

内

容

ス

ト

レ

ッ
チ

ー
リ

ズ

ム

体

操

・
レ

ク

ダ

ン

ス
　

対

象

中

高

年

夂
性
　

費

用

一
回

五

百

円

※
上

履

き
持

参

圉

当

日

会

場

で

圜

健

康

体

操

ひ

ま

わ
り

・
杉

山

雲

捌

・
0
7
7
7

［

］
小

金

原

老

人

福

祉

セ

ン

タ

ー

ク

ラ

ブ

合

同

展

覧

会

９
月
2
1
日

出

・
2
2
日

㈲
午

前

９

時

～

午

後

５

時

会

場

小

金
原

市

民

セ

ン

タ

ー
　

内

容

俳

句

・
墨

絵

・

編
み

物

・
生

け

花
　

費

阻

無

朴

固

小

金

原

老

人

福

祉

セ

ン

タ

ー

昔

3
4
4
・
8
2
7
0

貝
の
花
小
、
南
君
が
二
年
連
続
で
横
綱
に

はしご車搭乗体験をする生徒たち

※身近な情報をお寄せください。

第
三
中
学

校
で
は
、
夏
休
み

を
利

用
し
て
、
生

徒
と
先
生

が

八
ヶ
崎
消
防
署

で
体
験
入
所
を

行

い
ま
し
た

。

こ
の
体

験
を
し

た
の
は
二
年

生
の
伊
藤
静

香
さ
ん
、
西
村
康

佑
さ
ん
、
伊

藤
信
和
さ

ん
の
三

人

と
、
岩
本
伸
一
先
生

。

生
徒
と
先
生

は
日
程
を
別

に

そ
れ
ぞ
れ
二
日
間
に

わ
た

っ
て
、

消
防
署

の
施
設
や
設
備
の
見
学
、

さ
ま

ざ
ま
な
訓
練
な

ど
を
署
員

と
と
も
に
体
験
し
ま
し
た
。

中

学
校
初
任
者
研

修
の

一
環

と
し
て
こ

の
体
験
入

所
に
参
加

し

た
岩

本

先
生

は
、
「
こ

う
し

て
二
十
四

時
間

地
道
に
働
く
人

が
い
れ
ば
こ
そ
安
心
し
て
生
活

が
で
き

る
。
こ

の
貴
重
な

経
験

を
生

徒
た
ち
に
も

ぜ
ひ
伝
え
て

い
き

た
い
」
と
目
を
輝

か
せ
て

話
し
て

い
ま
し

た
。

催
し
物

マ ン シ ョ ン 問 題 個 別 相 談 会

マ ン ショ ン は、 共同 住宅 とい う居 住 様

式 、区 分 所有 とい う所 有形 式 に 起因 する

権 利 関係 の 複雑 さ や 、居住 して いる 住 民

同士 や近 隣 との 関係 等 コ ミ ュニ テ ィの 側

面 からの 課題 も あ り ま す。 そこ で、 管 理

組 合 、管 理 者、 居住 者 等 が抱 え てい る さ

まざ ま な問 題に対 し て専門 の相 談員 に よ

る 無料 個 別相 談 会 を開 催 し ます。

①10 月19 日出 午 前10 時～ 午 後3 時②10

月30 日冰)午 前10 時30 分 ～ 午 後3 時30 分

(相 談 時 間1 組 につ き30 分) 会 場 ① 千

葉 駅 ペ リ エ ホ ール5 階 会 議 室 ② メデ ィ ア

パ ーク市 川 生涯 学 習 セ ンタ ー内 映像 文 化

セ ン タ ー第4 研修 室　 相 談 員 弁 護 士　 定

員 各会 場 先 着8 組

匣10 月７日(月)～15 日(火)(ﾆﾋ ・日 曜 日 、 祝

日 を除 く) の間 に 、電 話で 千葉 県住 まい

情 報 セ ンタ ー登043-223-3265 へ

自分 らしく が人生 を変 える～21 世

紀の男の生き方

10月12日出 午後2時15 分～6時30 分

会場千葉県女吐センター（柏市） 内容

講義「21世紀の男の生き方～カウンセラ

ー・パパの子育て論」、実習「男子厨房

に入ろう！男の料理教室」　対象県内在

住 ・在 勤 の男 性　 定 員30 人 （抽 選） 費

用材 料 費 実費

圃10 月６日（日）ま でに 、 電 話 で千 葉 県 女 性

セン タ ーS04-7140-8602 へ

千葉県農業大学校学生募集

次代の千葉県農業を担う優れた人材の

養成のため､意欲ある学生を募集します。

募集人員農学科80人（推薦入学40人･ 一

般入学40人） 出願期間①推薦入学＝9月

30日～10 月11日②-一般入学＝平成15年1

月６日～1月17日（土・日曜日、祝日を除

く）

國千葉県農業大学校農学科登0475-52

-5122

ふ れ あ い 教 室 「 太 極 拳 」「 ベ ン 習 字 」

10 月２日～12 月25 日の毎 週水曜 日〔全12

回〕午 後6時30 分～8 時30 分　 会場勤 労会館

対 象 市内 在 住 ・在 勤 の勤 労 者 定 員太 極

拳 ＝50 人 、ペ ン 習字 ＝30 人 （抽 選 ） 費

用 無 料（ペ ン習 字 の みテ キ ス ト代1,500 円）

圃9 月24 日（火）〔消 印有 効 〕 まで に 、往 復

ハガ キに住 所 ・氏 名 ・年 齢 ・電 話 番号 ・

勤務先･ 講 座名 を記 入 して､ 〒271 ―8588

松 戸 市 役 所 商 工 観 光 課 労 政 係(25366 ―

7327) へ

署長申告をする岩本先生

「

」
小

金

ペ

ン

習

字

サ

ー

ク

ル

毎
月
第
二

・
四
火
曜
日
午

後
７

時
～
９
時

会
場
小

金
市
民

セ
ン

タ
ー
　

費
用
月
千
五
百
円

（
入
会

全

一
千
円
）

圖
松
本

音
3
6
1
・
0
6
7
7

【
】
土

曜

会

（
社

交

ダ

ン

ス

）

月

四
回
月
曜
日
午
後

３
時
～

４

時
4
0分

会
場
小

金
市
民

セ
ン
タ

ー
　

費
用
月
三
千
円

（
入
会

金
千

円

）
區

野
村

音
3
4
4
・
5
3
2
8

転倒予防教室｢ 生活の中にひ と工夫、

転ばぬ先の体づくり｣

10月18 日(金)午後1時30 分～3時30 分

会場新松戸市民センター　講師理学療法

士　対象65 歳以上の人　定員先着25 人

費用無料

※動きやすい服装でご参加ください。

匣10月11日(金)までに、電話で新松戸地区

在宅介護支援センターS346-2500 へ

体
験
し
て
初
め
て
知
っ
た
こ
と

会
員
募
集

住宅 リフ ォーム相談と市民講座

9月21日出午前10時～午後4時＝住宅リ

フォーム相談、午後2時～3時＝市民講座

（内容リフォームのポイントとバリアフ

リー住宅　講師松戸住宅リフォーム相談

員） 会場小金市民センター　費用無料

圃当日会場で

固松戸住宅リフォーム相談員協議会登

361 -9545

第29回松戸まつり　素人のど自慢大会地区予選会

＼ 地区 期日 時間 会場 問い合わせ

歌

謡

本町

9/22㈲

午後1時～ ボツクスヒ
ル8階ク

リスタルホール

岩田昔36∠;-665ﾜ

あきら不動産・石井■S365-0331

稔台
八柱

正午～
イトーヨーカドーハ柱
店駐車場内特設会場

板橋登38ワー4993

小金
小金原

午後1時～
小金ピコティ西館入
口特設会場

みのや昔3∠囗－0006

栄町 午後1時～ 古ケ崎市民センター 光岡Q363-6326

常盤平
高木

正午～ 常盤平市民センター
岸本B386-2929
シブヤ楽器・丹波容38ワー1566

馬橋 午後1時～ 万満寺門前特設会場 岡沢昔3∠冂－2600

矢切
午後○時30
分～

二十世紀が三市民セ
ンター

町山B362 ―660ﾜ

民

謡
市全域 午前10時～ 常盤平市民センター

岸本S386-2929
シブヤ鏖跟・丹波登38ツー售66

対象各地区内に在住・在勤の人（複数地区の参加不可） 費用無料

※決勝大会は10月６日（日淞戸まつり会場で行います。

圃電話で各地区または松戸商工会議所Q364-3111 へ

わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国
大
会

小金発
小金・小金原・

小金北地区少年消防クラブが

馬橋支所版

ＳＯＳ

いざというときの心強い味方です
リ、非常ベルが響き渡

馬橋発

三
中
の
生
徒
と
先
生
が
消
防
署
を
体
験

※
都
合
に
よ
り
会
場
等
は
変
更

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。



梨がきっかけ

倉吉市の子どもたちと夏休み交流
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に
舌
鼓

８

月
2
6
日

、
知

的
障

害
者

（
児

）

を

対

象

ど

し

た

レ

ク

リ

エ

ー

シ

ョ

ン

が
、

木

も

れ
陽

の
森

（
2
1世

紀

の
森

と

広

場

）
で
行

わ

れ

ま

し

た

。

こ

れ
は

松

戸

手

を

つ

な
ぐ

育

成

会

が
主

催

し

て

毎

年
行

わ

れ

て

い

る
も

の
で

、
今

年

は

、
保

護

者

を

含

め

約

二

百

人

が
参

加
し

て

の

バ

※身近な情報をお寄せください。

8 月「7日から9日までの3日間、鳥取県倉

吉市から小学校5 ・6年生の児童が松戸市

を訪問し 、市内の子どもだちと交流会を行

いました。

倉吉市と松戸市のそれぞれ12 人の子ど

もたちは 、七宝焼き体験や宿泊、自炊等の

共同作業を行い 、最終日には佐渡ヶ嶽部

屋 （松飛台）や市立博物館などを見学し 、

交流を深めました。

紙
敷

の
生

涯
学
習
施
設

「
斎

藤
邸
」
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ

は
市

教
育

瓷
員
会

が
主

催
し

た
講
座
で
、
今

回
が
第

一
回
と
な
り
ま
す

。

竹

紙
は
、
一
年

ほ
ど
水
に

紙漉き体験

竹
紙
漉
き
に
熱
中

す
る
子

ど
も
た
ち

口
松
飛
台
社
交
ダ
ン

ス
サ
ー

ク
ル毎

週
火
曜
日
午
後
７
時
～
９
時

会
場
松
飛
台
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内

容
初
級
か
ら
中
級
ま
で
　
費
用
月

二
千
円

又

会
金
千
円
）

國
小
岩
音
3
8
8
・
9
5
9
8
（
夜
間

の
み
）

［
］
松
韻
句
会

（
俳
句
）

毎
月
第
三
土
曜
日
午
後
１
時
～

５
時

会
場
八
柱
市
民
セ
ン
タ
ー

他

内
容
俳
人
・
磯
貝
碧
蹄
館
に

よ
る
指
導
　

費
用
月
千
五
百
円

（
入
会
金
な
し
）

固
伊
藤
a
3
9
2
・
5
1
7
7

［
］
サ

ー
ク
ル
イ
レ
ブ
ン

毎
週
土
曜
日
午
後
１
時
～
３
時

会
場
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内

容
社
交
ダ
ン
ス
中
級
程
度
　
費
用

月
三
千
円
（
入
会
金
千
円
）

圈
上
代
公
3
8
6
・
5
4
9
6

「
」
東
部
健
康
体
操
ク
ラ
ブ

毎
週
木
曜
日
午
後
１
時
～
３
時

会
場
東
部
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
　
内

容
ス
ト
レ
ッ
チ

ー
リ
ズ
ム
体
操

対
象
中
高
年

女
性

費
用
月
二
千

円
（
入
会
金
な
し
）

圖
斉
藤
音
3
9
1
・
0
3
7
7

紙敷斎藤邸の竹紙工房で「竹紙講座」

つ
け
た
竹

か
ら
繊
維
を
取
り

出

し
た
後
、
煮

込
み
、
臼
で

細

か

く

つ

い

て

水

に

溶

か

し

、
和

紙
と
同

じ
よ
う
に

漉

い
て
作
り
ま
す
。

参
加
し

た
六
人

の
小
中

学

生
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
指

導

で
、
竹

紙
の
（

ガ
キ
作
り

に
挑
戦
し
ま
し
た

。

市
教

育
委
員
会
で

は
、
竹

紙
講
座
を

は
じ
め
、
齊
藤
邸

の

豊
富

な
竹

を

利
用

し

て

、

竹
炭

や
竹

と
ん

ぼ
づ
く
り

な

ど

の
講

座
を
開
催
し

て
い
く

予

定
で
す

。

圈
社
会
教
育
課

容
3
6
6
・
７
４

［

］
踊

り

子

ダ

ン

ス

研

究

会

毎

週
水

曜
日
午
後
７
時
～
９
時

会

場
稔
台

市
民
セ
ン

タ
ー
　
内
容

プ
ロ
講
師
が
分
か
り

や
す
く
指
導

対

象
多
少
踊
れ

る
人
　

費
用
月
三

千
五
百
円

（
入
会
金
千
円
）

※
見

学
可

圜
古

賀

昔
3
6
6
・
4
2
2
0

［
］
さ

く

ら

会

毎
週
火

・
木
曜
日

（
五

週
目

は

休

み
）
午
前
９
時
2
0分
～

い
1
1
1
1

時

会
場
常
盤
平
体
育
館
　

内

容
リ

ズ

ム
体
操

・
ス
ト
レ

ッ
チ
等

対

象

成
人
女
性

定

員
若
干
名

費
用

月
二
千
円

又

会
金
千
五
百
円
）

圖
田

中

昔
3
8
5
・
8
7
8
1

【
】
菜

の

花

ク

ラ

ブ

（
健

康

づ

く

り

体

操

）

毎
週
木
曜
日
午

後
１
時
～
２
時

3
0分

会
場

常
盤
平

体
育
館

対

象
六
十
歳
ぐ
ら

い
ま

で
の
女

性

費
用
拜
千
円

（
入
会

金
な
し
）

圜
石

原

公
3
8
8
・
7
6
4
4

下

車

六

分

）
　

内

容

基

礎

か

ら

定

員

先

着

十

二

人
　

費

用
三

千

円

圈

電

話

で

松

戸

生

涯

学

習

支

部

入

門

サ

ー

ク

ル

・
岩

島

音
3
8
8・
3
0

2
2

へ

［
］
こ

ひ

つ

じ

お

は

な

し

会

９

月
1
8
日

水

、
1
0
月
1
6
日

水

、

１１
一
月
2
0
日

水

各

午
後

２

時

～

３

時

会

場

市

川
こ

ど

も

ク
リ

ニ

ッ
ク
（
新

京

成
八

柱

駅

下

車

徒

歩

五

分

）

内

容

童

話

の

読

み

聞

か

せ

と

人

形

劇

講

師

劇

団
天

童

主

宰

・
浜

島

誉

志
子

氏

定

昌
芸

当

日

先

着

三

十

人
　

費
用

無
料

固

市

川

音
3
8
3・
2
3
1
2

【

】
身

体

障

害

者

通

所

施

設

「

い

ぶ

き

の

広

場

」

チ

ャ

リ

テ

ィ

ー

バ

ザ

ー

９

月
2
9
日

㈲

午

前

Ｈ
一
時

か

ら

会

場

い
ぶ

き

の
広

場

（
五
香

五

の

一

〇

の

四

、

新

京

成

元

山

駅

下

車

徒

歩

十

分

）

※

収

益

は

施

設

建

設

の
資

金

の

一

部

と

さ

せ

て

い
た

だ

き
ま

す

。

圖

い

ぶ

き

の

広

場

音
3
8
9・
１

０

１

【
】
新

垣

勉

チ

ャ

リ

テ

ィ

ー

コ

ン

サ

ー

ト

1
0月
1
2
日

田

午

後

６

時
3
0
分

開

演
　

会

場

森

の

ホ

ー

ル
2
1
大

ホ

ー

ル
　

内

容

「
さ
と

う

き

び
畑

≒

カ

ロ

ー
ミ

オ

ー
ベ

ン

」

他

、

ト

ー

ク

と

ビ

デ
オ
上

映
　

春
用

一

階

席

四

千

円

・
二

階

廣

二
千
円

・
三

階

席

二

千

五

百

円

固

ワ

イ

ド

企

画

・
谷

津

音
3
6
2・
７

［
］
「

街

づ

く

り

を

み

ん

な

の

手

で

」

Ｐ

Ａ

Ｒ

Ｔ

２

９
月
2
9
日

収

午

後

１
時

～

４

時

3
0分

会

場

八

柱

市

民

セ

ン

タ

ー

内

容

ミ

ニ

講

演

、

分

科

会

①

地

域

で

支
え

合

？
不
ッ

ト

フ

ー
ク

づ
く

Ｉ

②

子

ど

も

た

ち

の
居

場

所

づ

く

Ｉ

③
市

民

が
主

役

の
町

づ

く

り

費

用

四

百

円

固

ゆ

き
と

ど

い
た

豊

か

な

教

育

を

求

め

る
松

戸

市

民

集

会

実
行

宮

貝

会

（
松

戸
市

教

育

会

館

内

）
　
’一一
3
6
2

・
り
り
７

Ｑ
り８

催
し
物

【

】
や

さ

し

い
囲

碁

入

門

９
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2
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～
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2
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時
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時

会
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日

本
棋

院
松
戸

生
涯

学
習
支
部

（
新
京
成
五
香
駅

再就職をしたい高年齢者を支援するため、事務系の職業能力を高めるための講

座を開催します。

科　　目 日　　 程 時　間

①パソコンの基礎操作〔10回]
10/10W･11 廊･15 ㈹･16 圉･18 脯・
21(月)・23困・24團・28 詞)・29㈲

午後｢ｱ時～9時②経理実務の基礎C3 回 11/1c･6 ㈲･8 銜

③社会保険実務の基礎ｲ3 回〕　］11/13 ㈲･15 ㈲・20㈲

④労働保険実務の基礎〔3回] 11/22 銜・27 ㈲・29廊

パ ソ コ ン の 基 本 操 作 を 学 ぶ 講 座

9月22 日(日)午後2 時～5 時　 会場文 化ホ ー

ル Ｉ Ｔ講 座 室　 内容 超 初 心者 向 き　 定 員

先着8 人 費 用1,200円( テ キス ト代 を含 む)

匣9 月17 日㈹ 午 前9 時 か ら、電 話 で松 戸 ｜

Ｔ ボ ラン テ ィア の会 合･367-8889 へ

講演会｢ ボランティアが変える社会｣

10月10 日南午後1時30 分～3時30 分

会場馬橋東市民センター　講師文教大学

教育学部教授・平沢茂氏　費用無料

圃当日会場で

圜馬橋地区社会福祉協議会Q346-2758

松戸商工会議所パソコン教室

会場松戸地域職業訓練センター（テクJ  21) 対象58歳以上の市内在住・在勤の人

で再就職を希望し、上記４科目（10月10 日米～11 月29 日（金））に全回出席できる人

定員20人（抽選） 費用テキスト代実費

※講座全日程終了後､ハローワークの職業指導官による職業相談を予定しています。

匣9月25 日冰）〔消印有効〕までに、往復ハガキに「再雇用促進講座希望」・住所・

氏名・年齢・電話番号を記入して、〒271-8588 松戸市役所商工観光課労政係

(25366 一7327) へ

介護予防教室「熟年を元気に過ごす

ために～病気と健康管理について」

10月５日出午後1時30 分～3時 会場常

盤平市民センター　講師常盤平中央病院

院長・田村仁氏　対象65歳以上の人、生

活習慣病や健康管理について関心のある

人　定員60人程度　費用無料

圃電話で常盤平地区在宅介護支援センタ

ー・鈴木S394-5225 へ（平日＝午前9時

～午後5時、土曜日＝午前9時～午後2時）

介 護 予 防 教 室 「尿 も れ 予 防 で い つ も さ

わや か に」

9月28 日（土）午後2 時30 分～411寺 会 場五 香

六 実在 宅 介 護支 援 セ ンタ ー（特 別養 護老

人 ホ ーム 松寿 園 内 ） 講 師福 祉 用具 専 門

員 ・ 中澤 真 由美 氏 、介 護 福祉 士 ・緑 川 富

貴 男氏　 内 容尿 失禁 の 予 防 か ら、 ね たき

り の方 のお むつ 交換 まで　費 用無料

圖五 香 六 実地 区 在宅 介 護支 援 セン タ ー・

美濃 部c386-1316

コース名（いずれも1日コース） 日 時 し 費用（　）内は会員

インタ

ーネッ

ト活用

講

習(電

子取引

研修)

電 子 メ ー ル 送 受 信 （E メ ー ル の 基 本 か ら

フ ァ イ ル 添 付 の方 法 ま で ）

10/23&K) 、11/26 ㈹

諒 騨 訌 宇5 時
昌 叩 路 价 と）

代1,000 円ホ ー ム ペ ー ジ 作 成 基 礎( フ ロ ン ト ペ ー ジ

を 使 用 し､ 基 礎 から 写 真 ・ 地 図 の 掲 載 等)

10/26 圉 、11/27(tI0

午 前10 時 ～ 午 後5 時

※ い ず れ か1 日

電 子 決 済 ・署 名 （受 発 注 デ ー タ 受 け 渡 し

か ら 電 子 決 済 方 法な ど ）

10/29W 午 後1 時30

分 ～3 時30 分

総 百 斗) 言)

1,000 円

パソコ
ン体験
教室

超 初 心 者 コ ー ス （パ ソ コ ン を はじ め て 触

れ る 人 に電 源 の 入 れ 方 か ら 教 え る ）

10/8W･10( 札11/6

冰)・8 銜 午 後1 時30

分 ～3 時30 分

※い ずれ か1 日

3,000 円(2,000 円)

テ キ ス ト 代 を 含 む

初 心 者 コ ー ス(Windows98 の 基 本 操 作

か ら 簡 単な イ ン タ ー ネ ッ ト 体 験 ）

10/15::火)･18 窗､11/

11( 月)･14 ㈲ 午 後IE 持

30 分 ～4 時30 分

※い ず れ か1 日

5,000 円(4,000 円)

テ キ ス ト 代 を 含 む

文 書 作 成 コ ー ス(Word98 の 基 本 操 作･ 表

の 作 成 ・文 章 の 編 集 方 法 や 描 画 機 能 等)

10/22  M 午 前10 時

～ 午 後5 時
14,000 円（ 几000

円 ） テ キ ス ト 代 を

含 む
表 計 算 コ ー ス(Excei98 の 基 本 操 作 ・ 表

計 算 機 能 ・グ ラ フ 機 能 ・描 画 機 能 等 ）

11/19(^0 午 前10 時

～ 午 後5 時

会場松戸商工会議所　定員先着10人

Ⅲ費用を持って直接、松戸商工会議所（松戸2060、登364-3111) へ

常盤平・六実・

東部消防署ではこの舂、火災予防

啓発運動の一役を担ってもらおうと、

消防署脇の花壇に「火の用心」を連

想させるひまわりを植えました。

「東部ひまわり隊」と命名された

このひまわりたちは、2度にわたる台

風を無事乗り越え 、元気に開花して

任務を全うしました。

７

月
2
3
日

、
竹

の

繊

維

を

原

料

に

紙

を

膨

く

「
竹

紙

講

座

」

が

、

※
都
合
に
よ
り
会
場
等
は
変
更

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

会
員
募
集

東部支所版

常盤平発
Ｉ
ベ
キ
ュ
ー
。

お

い
し
く

焼
け
た
肉
や

野
菜
に
、
参

加
者

た
ち

は

大
喜

び
。
楽

し

い
一
日
を

過

ご
し
ま
し

た

。

常盤平発

知
的
障
害
者
（
児
）

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

東部発
「東部ひまわり隊」花壇の花が市民を啓発

東部発

子どもたちが

再就職を支援します「再雇用促進講座」〔全19回〕



※身近な情報をお寄せください。

元
「
Ｘ
ー
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
の
Ｔ
Ｏ
Ｓ
ｈ
ｉ

知
的
障
害
を
持
つ
人
た
ち
を
激
励

松
戸

シ
テ
ィ
ー
ガ
イ
ド
の

皆
さ
ん

ボランティアが戸定邸を案内

「自 分～抱いてやり たい」を熱唱するToshi

知
的

障
害

者
授

産
施
設

「
の

ぞ

み

学
園
」

で
、
元

人
気
ロ

ッ
ク
グ

ル
ー
プ
「
Ｘ
－

Ｌ
Ａ

Ｐ
Ａ
Ｎ
」

の

ボ
ー
カ
ル
で
活
躍
し
た
「
Ｔ

Ｏ
Ｓ

ｈ
ｌ
」

が
、
７
月
3
1日
に
ミ
ニ

ラ

イ

ブ
を

開
き
、
障
害
を
持

つ
人

た

ち

を
励

ま
し

ま
し

た
。

同

施
設
で
慟
ぐ
障
害
者

ら
約
五

十
人

を
前
に
熱
唱
し
た
Ｔ

Ｏ
Ｓ
ｈ

ｌ

さ
ん
は
、
「
皆
さ
ん
と
接
し

て
、

人

と
し

て
大
切
な
純
粋
さ
、
ひ

た

む
き
さ
な
ど
を
教
え
ら
れ

た
」

と

ミ
ニ
ラ
イ
ブ
の
感
想
を
話
し
て
く

れ
ま
し

た
。

多＜の人に市内のことを知ってもらおうと、昨年２月に設

立されたボランティアガイドグループ｢ 松戸シティーガイ円。

現在、約50 人が登録し戸定邸などを案内しています。

10月５日出・６囗(日)に行われる松戸まつりでは、このたび

新調されたユニホームを着て 、｢ち ょっと見ツアー｣(5 囗)で、

矢切の渡し～野菊の墓文学碑～戸定邸を案内する予定です。

圜松戸市観光協会事務局( 商工観光課内) S366-732ﾜ

矢切神社合祀50周年記念大祭

子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
プ
レ
ー

少
年
少
女
の
つ
ど
い
中
央
大
会

少
年

少
女

の
つ
ど

い
中
央
大
会

（
松

戸
市
子

ど
も
会

育
成
会

連
絡
協
議
会
主

催
）

が
、

８
月

３
日

・
４
日
に
帑

立
松

戸
馬

橋
高

校
・
旭
町

中
学
校

グ
ラ

ウ
ン

ド
で
行

わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
大
会
に
は
、

市
内
各

地
区

の
予
選
を
勝
ち
抜

い
て
き

た
女
子

ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル

・
男
子

ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
各

二
十
四
チ

ー
ム

が
参
加

。
熱

戦
が
繰
ひ

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

優

勝
の
栄
冠
を
手
に
し
た
の

は
、

ド

ッ
ジ
ボ
ー
ル
「
ひ
ま
わ
り
福
寿
台

（
小

金
南
）
」
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

「
や
な

ぎ
フ

ュ
ー
チ
ャ
ー

（
五
香
六
実
）
」
で
す

。

昭
和
4
6年
に
行
わ
れ
た
稚
児
行
列

今回､11 力国20 人が｢ まつど国際文化大使｣に委嘱されます。

ふれあいティーパーティーで文化大使と交流してみませんか。

9月15 日蝎午後1 時30 分～3 時30 分　会場市民会館301 号室

定員当日先着50 人　費用無料

目 聯松戸市国際交流協会a090-1818-8111

ミニリサイクルプラザ～再生木製品の展示・販売

5 年に1 度の矢切神社の大祭が、10 月19 日

山 一20日斜に行われます。

今年は答廁50 年を迎え 、祝賀大祭として稚

児行列・奉納演芸・御輿・屋台の町内渡御な

ど、さまざまな行事が行われます。

なお、稚児行列に参力[]する人を募集してい

ます。詳細はお問い合わせください。

昌矢切神社fff364-0858

再
生
さ
れ
た
木
製
品

■受付期間…10月10日團午前11時まで

※申し込みは1世帯1点に限ります。

■抽選会…10月10日團午前11時から

※当選者には封書で通知します。

・ 引取期間…10 月10日困抽選会後から

10月20日(日)までの指定する日時

催
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勢
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松

戸

店

新

館
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階
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内

容
日

本

の
伝

統

文
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い
け

ば

な

の

「
和

と
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」
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心

を

伝

え
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市
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い
け

花

各

流
派

指

導

者

の
作

品
　

菅

田
無
料

圈

松

戸

菫

卮
協

会

・
飯

箸

登
3
4
1・

■所在…松戸市和名ケ谷1349 の2　 和名ケ谷クリーンセンタ

ー内ミニリサイクルプラザ( 松戸市再生品展示場)

■開場日時…月～金曜日(祝日を除＜) の午前10 畤～午後4時

※詳細は 、市のホユムページでも見られます。

http://ｗｗｗ.intership.ｎｅ.jp/~mcity/matsudo/gomi/saisei/

國環境計画課ごみを減らす係a366 ―ﾜ332､ ミニリサイクル

プラザ酋392-3051
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児

教

室

・
千

葉

ｓ
3
4
2・
6
7
0
7

へ

（
午

後

５

時

以

降

）

【

】
大

人

の

ピ

ア

ノ

サ

ー

ク

ル

体

験

会

９

月
1
8
日

水

・
2
5
日

困

各
午

後

１

時
2
0
分

～

２

時
5
0
分
　

会

場

女

性

セ

ン

タ

ー

ゆ
‘つ
ま

つ

ど

内

容

童

謡

・

ク

ラ

シ

ッ

ク

ー
ポ

ピ

ュ

ラ

ー
等

の
簡

単

な
曲

春
用

五

百

円

固

黒

川

音
0
9
0・
６

１

７

２

・
５

６

［

］
紅

葉

の

展

望

・

谷

川

岳

に

登

る９

月
2
8
日

出

午

前

６

時
1
0
分

新

松

戸

駅

前
出

発

（
午

後

７

時
3
0
分

帰

着
）
　

内

容
谷

川

岳

（
群
馬

・

新

潟

の
県

境

。

標

高

一

、

九

七

七

片
）
の
紅

葉

と

展

望

を
楽

し

む
（
口

Ｉ

プ

ウ

ェ

ー

利
用

・
歩

程

五

い

）

眥

甲
（

千

八

百

円

（
貸

切

バ

ス

・

ロ

ー

プ

ウ

ェ

ー

代

、

保

険

料

を

含

む

）
圃

電

話
で

山

遊

塾

・
永

田
a
0
9
0・

８

８

０

３

・
8
3
4
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へ

「

」
市

民

剣

道

大

会

1
0月
1
3
囗

㈲

午

前

９

時
1
0
分

か

ら
　

会

場

松

戸

運
動

公

園

体

育

館

種
目

個
人

・
団

体

（
小

中

学

生

）

対

象

市

内
在

住

・
在

勤

・
在

学

の

人
　

春
用

五

百

円

圃

９
月
2
1
日

出

午
後

１

時
～

１

時
3
0
分

の

問

に

、

松

戸

運

動
公

園

武

道

館

会

議

室

で

圜

市

民

剣

道
大

会

事

務

局

・
瀬

川

音
3
8
5・
りａ
０

９
ｔ
ｕ
Ｊ

［

］
蘇

羽

鷹
（
そ

ば

た

か

）
神

社

新

松

戸

秋

ま

つ

り

1
0月

５
日
出
午
後
２
時
か
ら
、

６
日

㈲
午
前
1
0時
か
ら
　

会
場

新

松
戸
南
し
ら
か

ば
公

園

内
容
５

日

＝
太
鼓
町
内
引
き
回
し

・
各
種

イ

ベ
ン
ト
あ
り
、
６
日

＝
神
輿

・

太
鼓
・
お
む
ら

い
囃
子
他

固

高
田

登
3
4
3
・
2
2
4
5

［

］
進

路

を

考

え

る

会

９
月
2
8
日

出

午

前
1
0
時

～
正

午

会
場

女

性

セ

ン

タ

ー

ゆ
う

ま

つ

ど

内

容
一
局
校

教
諭

を
招

き

、
不

登

校

生

徒

の

進

路

問

題

に

つ

い
て

考

え

る
　

費
用

三

百

円

圖
不

登
校

問
題

を
考

え

る
東

葛

の

会
松

戸

交

流

会

「
ふ

き

の
と

う

」

・
青

木

公
3
6
2・
3
7
3
8

※
都
合
に
よ
り
会
場
等
は
変
更

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
】
健

康

体

操

ホ

ッ

プ

ス

テ

ッ

プ
毎
週
金
曜
日
午
前
1
0時
土
止
午

会
場

宵
少
年
会
館
　

内

容
ス
ト
レ

ッ
チ

ー
ダ
ン
ス

・
柔
軟

体
操
他

対
象
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年
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性

春
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二

千

円

（
入
会
金
千
円

）

固
堀

音
3
4
4
・
2
7
0
8

［

］
水

金

会

（

卓

球

）

毎
週
水

・
金
曜
日

午
前
９
時
～

午
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１

時

会
場

松
戸
運
動
公
園

卓
球
室
　

対

乖
女
性
　

春
菌
Ｗ

千

五
百
円

（
入
会
金
二
千
円

）

圈
入
江

登
3
6
5
・
7
0
8
9

［

］
ス

ト

レ

ッ

チ

＆

ヨ

ガ

月
三

回
火
曜
日

ま
た
は
木
曜
日

午

後
１
時
1
5分
～

２
時
4
5分

会

場

松
戸

運
動
公

園

春
用

月
二
千

円

（
入
会
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千
円

）

※
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性
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齢
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歓
迎

固

小
川

音
3
6
4
・
9
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7
4
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松

戸

シ
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ク

ス

ク
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ー

ン
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会
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版

画

）

毎
月

第

丁
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午
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６

時
～

９
時

会
場

女
性
セ
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タ
ー

ゆ
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ま
つ
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費
用
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円

（
入
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金
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千
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圖

松
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音
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間
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ェ
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ル
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コ

ー

ラ

ス

）

毎
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集
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】
古

ケ

崎

ペ

ン

習

字

サ
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ル
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月
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日
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日

午
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1
0
時

～
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午
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第

四

日

曜
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午

後

１
時
3
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分

～

３

時
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分

会
場
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崎

市

民

セ
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菅

田

月
二

千

二

百

円

（
材

料
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千

五

百
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圖

荒

海

容
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6
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8

【

】
二

十

世

紀
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丘

Ｆ

Ｄ
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ツ
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ォ
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ン

ス

）

毎

週

水
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日

午

前
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時
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場

二

十

世

紀

が
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市
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千
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（
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し

）

圈

菅
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3
6
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）
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会

（

観
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流
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曲
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月
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時
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時
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場
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館
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円
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し
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固
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容
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７

１

７
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５

１

【

】
あ

す

な
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会

毎

週
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曜
日

午

前

９

時
3
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分

～

午
後

１

時

会
瑁

市

民
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館

内

容

油
絵

・

水

彩
画

・
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ス

テ

ル

他

費
用

月
四

千

円
（
入

会

金

四

千

円
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圖

三

平

昔
3
6
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4
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6

「

」
タ

イ
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ー

ク

ル

松

戸

毎

週

水

曜

日

午

後

１

時
3
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分
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時
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分

会

場

文

化
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ル
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好

ル
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内

豐
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か

ら

費
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月
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千

円

（
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千
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大
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登
3
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9

「

」
松

戸

女
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合

唱

団

毎

週

火

曜

日

午

前
1
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時

～

午

後

ｏ

時
3
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分

会

場

市

民

会

館
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容
「
み

す

ご

」
の

み
ち

」「

わ

た
し
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風

」

等

を
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習
　

春
用
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千

円
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入

会

金

五
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圖

榎

本

昔
3
4
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1
0
4
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